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I はしがき
近代経済学はケインズ(].M. Keynes)理論から急激な進歩をとげ，比較静学の
みならず動学的経済学へと発展していった。その貢献者はハロッド(R.F. Harrod) 
であろう。ハロッドは直接にケインズ経済学の原点と発展に熱中していった。そし
て彼はケインズの新しい利子論と事前的貯蓄と投資スケジ、ユールの接点に依存する
新古典派理論 (Neoclassical theory) との関係を明らかにする一助になっている。
ハロッドの基本的な革新は経済の均衡成長経路の発明であり，適正成長ライン
(Warranted line of growth) として述べていることである。ハロッドの適正成長率
G山の公式は，産業および商業投資の決定が完全な経済的均衡を達成するために注
視しなければならない必然的な均衡成長経路を述べることを意図していた。彼の均
衡あるいは適正成長経路は，国民所得のみに依存している貯蓄が継続的に投資に吸
収されるということが要求されているO 産出物の適正成長率は年当り S/Crパーセ
ントであるという前提に立っている。ここで sは国民所得に依存する貯蓄率であり，
Crは余分な産出物単位を生産するための附加的資本単位すなわち限界資本係数で
ある。国民所得の S/Crパーセントによる産出物増加は，Crの均衡投資倍 (times)
国民所得の sパーセント，つまり国民所得の事前的貯蓄率を必要とする。事前的貯
蓄以上の事前的投資の超過額は，国民所得の特別な拡張を想起させるのである。そ
れ故に現実の成長率が S/Crパーセントの適正率を超える場合，現実の成長は上昇
する趨勢がある。このことはハロッドの剣刃 (Knife-edge) として知られているも
のである。従って均衡あるいは適正成長経路を超える成長率は，連続的な成長の加
速を始めるだろうし，一方その不足は減速を始めるだろうということを示唆してい
る。
計画された投資がどの程度産出物を増加するかを決定する限界資本係数 Crは，
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新しい純誘発投資の要求である O 投資決定が産出物の短期変動と独立である限り，
Crはその経済の全般的資本産出物よりも低い。計画された貯蓄増加を決定するに
関連した係数は，限界貯蓄性向であり，平均貯蓄性向ではない。計画された貯蓄は
適正率から上方へそれでより多くの産出物を増加する。その場合平均貯蓄性向に関
連して，限界貯蓄性向は大きいのである。
ハロッドの偉大な発明は適正成長率とその不安定性である O 彼はこの均衡率を自
然成長率 Gnと対比させている。自然成長率とは人口増加と技術改善を考慮に入れ
た進歩率であり，全く・適正成長率とは独立しているのである。ハロッドはより厳密
に技術進歩率を，利子率を一定とし，資本係数の価値に吸収されない労働生産性増
加と定義する O これはハロッドの中立的技術進歩 (Harrod-neutraltechnical 
progress) と称されており，自然成長率を決定するのであるO つまり長期において
実際に産出物を増加させる率である。しかしこの自然成長率と適正成長率との対比
は全く新しい視点を提供しているのである。適正成長率が実行可能な自然成長率を
超えるならば，均衡成長の達成は実際的でないであろう。何故ならばその経済は自
然成長率よりも速く成長を継続することはできないからである。すなわちわれわれ
がその経済に一般に景気減速を期待しなければならない結呆によって，それが上方
にそれるよりも以上にはるかに，自然成長率に向って適正成長率から下方へそれる
であろう。自然成長率が大きいならば，その経済がブーム状態に向って現今の趨勢
を享受するだろうという結果によって，産出物は自然成長率を上方へそらす傾向が
ある。
そこでハロッドは Gp/eの価値とともに効用を極大にする最適な実質利子率 rn
があることを提出する。ここで Gp は労働生産性に関する長期成長率であり eは
それらの増加に関する 1人当りの実質所得から導かれる総効用の弾力性で、ある。所
得の限界効用 (Marginalutility of income)が1人当り実質所得が増加する場合に，
少しでも下落しないならば 1人当り効用は所得が 1%増加する場合に 1%成長す
る。すなわち eは1 (Unity)であり rnは Gp に等しい。より極端に所得の限界
効用が下落するならば eは1よりも以下に下落し，最適実質利子率 Gp/eは労働
生産d性の成長率を超過するというのである。
ハロッドの成長モデルの詳細な技術的特徴は，ハロッド=ドーマーの成長モデル
(Harrod-Domar growth modeOである。ハロッド=ドーマーの分析は長期完全雇
用が次の2つの基本的条件を満されねばならないということである。
第一に，経済が毎年完全雇用貯蓄を投資しなければならない。貯蓄が完全雇用国
民所得の Sfパーセントであり，投資がこれに達しない場合，有効需要は完全雇用
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に対して十分でないはずであるO
第二に，継続的完全雇用に対して，産出物の成長率は物理的労働力の成長プラス
労働生産性の増加率に等しくなければならない。毎年多くの労働者の nパーセン
トが産出物を αパーセント生産する場合，継続的完全雇用は生産が年 (n+α)パ
ーセント成長する必要がある。産出物がこれよりも以下で成長する場合 nパーセ
ントの労働者を使用する必要がなく，そこで労働力をジョイントしようとする過剰
労働者は雇用を見出すことができない。
ハロッド=ドーマーはこれらの基本的条件から導かれる成長率 g を公式にする
ということを発見した。ここで gはdYIYと定義することができるO つまり dYは
産出物増加であり .Yは産出物水準である。そこで dYIYは一義的に dKIYを
dKldYで除したものに等しく .dKIYは資本/産出物すなわち投資/産出物の増
加であり，一方 dKldYは資本増加/産出物増加，あるいは限界資本ー産出物比で
ある。それ故に g三I1y7Cである O ここで I1Yは投資/産出物であり .Cは資
本一産出物比である O
ハロッド=ドーマーの成長モデルは現実に予測できるもののうちの一つである
が，本気で、配慮する価値のあるものであることには相違ない。
ソロー (RobertSolow)は新古典派の成長モデルを提案したのであるが，ケイン
ジアンモデルを継承し，彼を信認していたハロッドの成長モデルから，別々に論文
は発表されたのであるが，よく知られているハロッド=ドーマーの成長モデルへと
展開され，ソローの成長モデルへと一連の流れが生じているのである。現実には彼
等のこれらのモデルは多方面へ向って展開され，モデル分析がなされているのであ
る。潜在的にエンプティ・ブレインの持主である私にとって，一気に理解し，先駆
者のモデルを分析することは遠い道程かもしれない。しかしながら牛歩の如く踏み
しめたい気持はサフイシェントである O けれども本稿における文中において誤謬あ
るいは不十分な理解および読解力のなさによる誤解すべては，私自身の責任であり，
諸氏の叱陀激励を拝授したい。
E ソ口ーの生産関数
ソローのモデルは技術進歩を所与として，産出物の消費と投資への分割が資本蓄
積や成長に与える影響を分析しているのである O まずソローの生産関数は次のよう
な式で表わされている O
Y(t) =F[K(t).A(t)L(t)] 
??
?
?
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ここで Yは産出物，Kは資本，Lは労働，A は知識あるいは労働の効率性であ
り，tは時点である。
この生産関数の特徴として，デビッド (DavidRomer)は次のように示している。
( 1) 時間は生産関数自体に表われるのではなく ，K， L. A を通じてのみ生産に影
響する。従って産出量は生産のための投入が変化した場合にのみ時間とともに変化
する。特に一定量の資本と労働から得られる産出量は，技術進歩による知識量が増
加する場合にのみ，増加が可能で、ある。
(2) A. L はALの形で生産関数に表わされ，ALは効率的労働 (Effective
labour) と呼ばれている。生産関数に A を加えることで，資本/産出物比率
(KIY)が最終的に一定値に収束していくというのである。
ソローは同一水準の労働生産性を基準にして，技術進歩が労働の限界生産力に対
して不変で、あるならば中立的であり，増大する場合には資本節約的であるといい，
逆に減少するならば労働節約的であるといわれている。
ソローモデルにおける生産関数では収穫一定の法則が前提とされている。すなわ
ち一次同時の生産関数が前提となっている。つまり次のような式が成立するという
ことである。
F(λK， ML) = W(K， AL) λ>0 (2) 
この前提のもとで(1)式をALで割れば，次のような式になる。
孟=F(乏1) (3) 
K 
ここでーーは効率的労働 1単位当りの産出量であり，一一は効率的労働 1単
AL 
Y K 位当りの資本量であるO いま γ三一一 .k=ー ーとすれば，次のような式が得られ
O/-AL AL 
るO
y = f(k) (4) 
すなわち効率的労働 1単位当りの産出量は，効率的労働1単位当りの資本量によ
ってのみ決定されるということを表わしている。そして f(O)= 0であり，
f'(k) > 0， f"(k)くOであると仮定されている。すなわち効率的労働単位当り産出物
は，いわゆる収穫逓減の法則を前提とするということを意味している。
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いま資本・労働および知識の初期賦存量を所与とし，労働と知識は定率で増加す
るものと仮定すれば，次のような式で示される。
L(t) = nL(t) (5) 
A(t) = gA(t) (6) 
x(t) 
ここでドット (Dot)は時間で微分した導関数，つまり X(t)=17を表わして
いるO また nおよび gは外生変数，言い換えればパラメーターである。 (5)および
(6)式はそれぞれ労働と知識が指数的に増加することを意味しているのであるから，
それぞれ時点Oにおける量，すなわち L(0)およびA(O)とすれば，次のような式
になる。
L(t) = L(O)eut (7) 
A(t) = A(O)egt (8) 
さて産出量は消費と投資および貯蓄に分けられ，産出量のうち投資に向けられる
割合を sとすれば sは外生変数として与えられる。つまり 1単位の産出物を投資
に回すことにより 1単位の新資本が創出されることを示唆しているのである。こ
こで資本は一定率 δで減価償却するものと仮定すれば，次のような式で表わされ。
K(t) = sY(t)一広(t) (9) 
従って sY(t)は産出量のうち投資される部分であり ，aK(t)は資本の減価憤却分
である。
経済は時間とともに拡大しているのであるから，資本ストックよりも効率的労働
K 1単位当りの資本ストック hに注目する。従って k=ー ーであるから，この式を t
(3) AL 
で微分すれば，次のような式が得られる。
dK(t) T.Tf.¥1 A f..¥ dL(t) ， T f..¥ dt(t) I 
d K 却)L(t)7一的)|A(t)17L(t)τ|
dt AL [A(t)L(t)t 
=~也!ι-)-一 K即剛(t肋の)dA何凶判却州(t例の)附L引均(t例の川)A(t例の)浄削L叫(t) [μA(tωtの)浄削L引(t)リ] 
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K(t) K(t) L(t) K(t) A(t) 
A(t)L(t) A(t)L(t) L(t) A(t)L(t) A(t) 
一sY(t)一ぽ(t)
一 -nk(t) -gk(t) 
A(t)L(t) 
Y(t) 
=s一一一一品(t)-nk(t)一向)
A(t)L(t) 
. k(t) = sf[k(t)] -(n + g +δ)k(t) 
????ょ
??
』
?
?ょ
(9)式は(5)，(6)および(9)式が考慮されていることに注意を要する。ここで(l)式の右
辺第2項は，n+g+δ>0である。
(l)式は効率的労働 1単位当りの資本ストックが，時間当りの変化によって，効率
的労働 1単位当りの投資すなわち貯蓄量，すなわち f(k)は効率的労働単位当りの
産出量であり，その産出量のうち貯蓄 sの部分が投資に固される部分 sf(k) と，
(n+g+δ)kは公平な機会投資 (Break-eveninvestment)，つまり hの現行水準を
維持するに最低限必要な投資量のことであるO
いまもし現実の効率的労働量が (n+g)率で増加しているならば，kを一定に保
つためには，資本ストック量も (n+g)率で増加しなければならない。しかしな
がら現実の効率的労働 1単位当り投資が hを一定に保つ水準，すなわちブレイ
ク・イブン投資を越えている場合，kは上昇する O 逆に現実の投資がブレイク・イ
ブン投資を下回っている場合，kは低下する。両者が等しいならばhは一定水準と
なる O
いま縦軸に効率的労働 1単位当りの投資つまり貯蓄，すなわち Sを測り，横軸に
hを測れば，第 1図のように描くことができる O ブレイク・イブン投資 (n+g+δ)
s • k は hに比例した直線にな
(n+g+δ)k 
) る。一方現実の投資 sf(k)は
効率的労働 1単位当り産出物
に乗数 sを掛けたものであ
り，f(O) = 0であるから，現
実の投資 sf(k)はブレイク・
イブン投資と原点で交わる，
すなわち k=Oである。しか
しf'(k) >0であるから，現
実の投資 sf(k)はブレイク・
イブン投資 (n+g+δ)kより
sf(k) 
O h※ 
~ 
h 
第 1図
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も大きくなる O また f"(k)<0であるから，現実の投資 sf(k)はブレイク・イブン
投資 (n+g+δ)kと一度だけ交わるO ただし k>Oであるということが必要である。
すなわち 2つの線は k*で交わるのである。
労働と知識量はそれぞれ n および g の率で増加するのであるから，資本ストッ
クKはALkに等しいのであるO 従って hが一定であれば，Kはn+gの率で増加
する。資本と効率的労働がともに n+gの率で増加しているのであるから，生産関
数が収穫一定であると仮定すれば，産出量 Y は同じ率で成長するということを意
味している O
E 可変的資本/産出物比
(1)式と同様に，産出物 Y は規模に関して収穫一定のもとで，雇用あるいは労働
量 (L) および資本 (K) で生産し，生産関数は一次同時 (Homogeneousof 
degree one) であると仮定されている。ソローは生産関数をニュメレール
(Numeraire) として次のような式で示している O
十三=F(会)= f(z) 
ここで産出物単位当りの資本，
1単位当りの産出物はその逆数，
用である。
(12) 
すなわち資本/産出物比は子Vであり，資本
つまりすであるo また zは資本1単位当りの雇
いま Y を粗産出物 (Grossoutput) とすれば，f(O) = 0と仮定することができ，
Yを純産出物，すなわち資本財の減価償却を控除した産出物とすれば，f(O) <0と
仮定させねばならない。任意のケースにおいて f'>0.つまり雇用の限界生産物が
正であり ，f"<0.すなわち雇用に対して収穫逓減であるということである O
経済が常に純産出物の一定部分を蓄えると仮定すれば，資本 1単位当りの貯蓄お
よび投資は，資本1単位当りの産出物の部分sである。
いま(12)式を対数微分すれば，次のような式が与えられる。
v _ zf'(δ)三
v f(δ) z (13) 
f'(z) 
=η(z)であり，雇用に関する産出物弾力性である。ただし η(z)
f(z) 
下白 K --% -l:. 1(¥ L --% -l:. -z .J.， f'_ V K Y は1とOとの間にある。そ」て V= てあり z= であるから，一=一一一一
Y K V K Y 
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L K K および三=一一一=n-ー と書くことができる。
z L K K 
ここで n は労働力の成長率で
(14) 
¥，T、 z
ある。それ故によおよびーを考慮すれば，次のような式になる。v z 
V K Y ，JK 
一一一=η(z)1:; -n I V K Y '¥ '1 K 
白。L-n =lト η(z)(喜-n)
すなわち資本ストックが労働力成長率，言い換えれば人口成長率つまり自然成長
率 (Naturalrate of growth)よりも早く成長する場合，すなわち産出物が自然成
長率よりも早く成長する場合，資本/産出物比は増加するのであるO 産出物に対す
る資本単位当りの貯蓄および投資，つまり貯蓄された産出物比は sであるから，
K=sYで示されるから，三は次のような式で表わされる。
z 
。三 L K K Y s 一一=一一一一一一=n一一一一=n-s-=n一一一一
z L K K K V 
1 Y 
V 白 K
1 
V 
?
?
?
1 
V* 
n 
z=会
i 
キz 
第 2図
O 
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ここですは産出物/資本であるo
いま縦軸にすを測り，横軸に zを測れば，第 2図のように描かれるo この作
図から資本ストックが与えられた場合，産出物は雇用量に依存する。所与の資本ス
トックにおいてさえも，より多くの雇用はより多くの産出物を生産するであろう。
しかしながら実際に資本が同質であるならば，収穫逓減に属する湾曲 (Currature)
1 Y になるO 資本単位当り産出物つまり一=ーは，資本/産出物 Vの逆数であるか
V K 
ら，結局資本/産出物比は資本単位当り雇用が変化する場合に如何に変化するかを，
この曲線は示している。
そこで zはn〉JEの場合増加L，nく三の場合に Z は下落するo n=三の場合
V V 
に定常 (Stationary)となる。 Vがzの減少関数であると仮定されているのである
から，ただ1つの zが存在する。つまり n=三において f となるのである oz>z* 
V 
1 Y 
V ，K 
I 
V 
〆 82
/'〆 - V 
〆 J ーィ/' ~-〆
戸 F 戸-/'〆 S，
，/ 〆 I_________ 一一n V nl / 〆
/勺
O z 
第 3図
z培 L z=一一-K 
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s 
の場合 nく vであり zは下落する o z<z*の場合，n>ー であり zは増加す
V 
1 
るO 結局 z→f になり v→一一ーになる O すなわちその経済は 1つしかない定
. f(z*) 
常状態の輸郭(Uniquesteady-state configuration)の傾向があるO 定常状態にお
いて雇用，産出物および資本ストックはすべて同じ率で成長するO それらの成長率
のうちの一つが外生的に与えられれば，それは定常状態の成長を決定するのである。
第3図は経済的パラメーターが変化した場合，定常状態に如何に影響するかを示
している。例えば高い貯蓄率は究極の定常状態の成長率に影響されない。それは n
によって与えられる。つまり高い貯蓄率は 81から 82へより高い予カーブを移動
させる。 nの水平軸との交点は左方へシフトする O このことは資本に対する雇用の
より低い定常状態になることを意味しているのである。その経済が完全雇用を維持
する限り，総雇用 (Aggregateemployment)は人口と労働に比例して与えられる。
より高い貯蓄率による定常状態は雇用に対するより高い資本率をもっということで
あり，つまり所与の労働力を雇用するに，より多くの資本を要するということであ
るO すなわち 1労働者当りの産出物はより高く，資本 1単位当りの産出物はより低
くなるのである。
その経済が一定の失業率を維持すると仮定すれば，失業率が一定である限り，雇
用は労働と同じ率 nで成長しなければならない。成長率は資本/産出物比 Vが増
加あるいは下落する場合，定常状態の成長率を上下させるO しかしこのような経路
は，結局自然成長率 n において定常状態に落ち着く O そして資本/産出物比およ
び1人当り産出物の究極の水準は，一定の貯蓄率に依存するのである。
次に人口成長率の変化は産出物に対する自然成長率の変化を得る o nの増加ある
いは減少は第3図における水平線を上方あるいは下方へシフトさせることと同じで
ある。結局すばやい人口成長率は資本1単位当り産出物および資本1単位当り雇用
の高い定常状態の水準に対応する O つまり遅い人口成長率は資本 1単位当り産出物
および雇用を減少させる。より速い人口成長はその経済をわずかな資本集約的定常
状態 (Lesscapital-intensive steady-state level)に終るだろう。
8 第3図における云カーブとーカーブとの垂直の差は，資本1単位当りの消費v v 
を示している。つまり資本1単位当りの産出物から資本1単位当りの貯蓄を減じた
ものである O 描かれている水平座標 n ラインは資本1単位当りの雇用である O こ
れら 2つの数値 (Number)あるいは差 (Distance)の比は，人口 1人当りの消費
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指数として使用することができる労働者1人当りの消費である O ある定常状態にお
いて 1人当り消費は資本1単位当りの産出物カーブ上の定常状態の点に対する縦
軸上の点 nから引かれるラインの勾配によって表わされる。
いま自然成長率が一定を保ち，貯蓄率が変化するものとする。各々可能な定常状
態において 1人当り消費は縦軸上の一定の点に固定されたラインの勾配の変化か
ら読みとれる。非常に低い貯蓄率に対して 1人当り消費は非常に低い。その場合
定常状態は右へと離れる状態である。つまりそれは労働に対する収穫逓減が考慮さ
れているからであるO また非常に高い貯蓄率に対しては 1人当り消費は非常に低
く，そのケースでは定常状態が左へと離れており，それは資本に対する収穫逓減が
考慮されていることを示唆している。
さですカーブの勾配は労働の限界生産物である o つまり資本ストック一定によ
る労働の単位増加によって生じる産出物増加を意味している。その接線状態は 1人
当り消費に等しく，労働の限界生産物あるいは総消費に等しい賃金ピルである。し
かし賃金ピルが総消費に等しいならば，総利潤は総投資に等しくなければならな
い。それ故に定常状態において，総投資は資本ストック倍の成長率に等しく，また
規模に関して収穫一定による競争的均衡において，総利潤は資本ストック倍の資本
の限界生産物に等しいのである O
一=一=f(z)は資本1単位当りの産出物を表わしており z=土は資本1単1 Y 
V K 
位当りの雇用を示している。それ故に立金は 1人当り産出物を意味しているので
z 
ある O 定常状態において，資本ストックは自然成長率 n で成長し，貯蓄と投資は
nK n 
K=nKであり 1人当り貯蓄および投資は一一=ーであるO それ故に 1人当り
L z 
消費は血二竺である O このことは zに関する導関数が初である場合に，定常
z 
状態において極大になる O すなわち次のような式で表される O
n-{f(z) -zf'(z)} _ n
Z2 
。ヵ
ここで f'(z)は雇用の限界生産物であり ，f(z) -zf' (z)は資本の限界生産物であ
る。そして閉式から f(z)-zf'(z) =nが得られる。 f(z)-zf'(z)が資本の限界生産
物であるということは，次の計算から知ることができる O
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Kf'(z) 友好(z)= f(z) -H~~~ J = f[z -zf'(z)] (18) 
それ故に 1人当り最大の消費による定常状態は，資本の限界生産物が自然成長率
に等しい場合に生じる。その場合利潤総額は総貯蓄=投資に等しいO つま
りK{f(z)-zfヤ)}=nK=Kである。従って貯蓄率は総産出物における利潤シェ
アである。
定常状態における 1人当り消費は人口成長率増加ととも下落しなければならな
い。 1人当り消費は資本1単位当り消費を資本1単位当り雇用で割った比率である。
つまり分母は人口成長率ととも増加し，分子も増加する。分子は比例して分母より
も以上に増加する場合にのみ増加するのである。このことは資本1単位当りの雇用
に関する資本 1単位当り産出物の弾力性が1よりも大であるということを意味して
いる。しかし資本一定による雇用 1%の増加は必然的に 1%よりも小さい産出物増
加を生じる。定常状態において，より急速な人口成長を支持しなければならない経
済においては，貯蓄が所与であるならば低い消費水準で、あるだろう。
ここでハロッド=ドーマー (Harrod-Domar)の条件から 次のように計測する
ことができるO
sf(z) = n (19) 
(19)式を nについて微分すれば次のような式が得られる。
dz 1 :f'(z)一=1 or一=一一一
dn sf'(z) 句。
側式は明らかに高い nは定常状態においてより高い zで進行する。
定常状態における消費は 1人当りの消費，つまり血ユであるから，この式
z 
をnで微分すれば，次のような式になる。
£剥(竿引)=~イ小い仰川{ヤいいh同f門仰例吋(μω崎z司d)咳ま円」七引ザザLUリザザ {[伊ドいいfい仲仰川尺伶刷(い例z司)
一 z(~十
句。
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zf(z) 噌
仰)式は資本の限界生産物が正である限り， 一一一く1であるから，明らかに負f'(z) ー
であるということが，ハロッド=ドーマ一条件から証明することができる。
N ソローの技術進長)
資本に対する雇用比率が定常状態において一定であることを考慮する。そして資
本ストックは労働供給と同じ率で成長するものとする。資本/産出物比 (KIY)も
一定であり，総産出物もまた雇用と同じ率で成長し 1人当り産出物は一定である
が，産出物および資本ストックともに雇用よりもすばやく成長することが要求され
ている。資本ストックが与えられたならば，雇用と産出物との聞に明白な関係
(Once-for-all relation)がある。そして規模に関する収穫一定の仮定は，資本1単
位当りの雇用と資本1単位当りの産出物との関係に転換することができる。 KIY
が一定である場合でさえも KILは一定でなければならない。
技術進歩の導入はこのことを変化させる。つまり資本および産出物両者は時間を
通じて雇用よりもすばやく成長する。連続的イノベーションは収穫逓減の効果を避
け，このようなプロセスを停止させる。また規模に関する収穫逓増の場合も同様で
ある。経済規模の一定の拡大 (Steadyenlargment)は収穫逓減を相殺し，資本お
よび1人当り産出物の連続的上昇を可能にする。
技術進歩が労働と資本両者の増大であると仮定する。一定の貯蓄率あるいは定常
状態の仮定は，産出物が自然単位 (Natura1unit)における資本と同じ率で成長す
ることを要する。定常状態において資本と労働は効率単位 (Efficiencyunits)にお
いて同じ率で成長するが，その場合規模に関して収穫一定のもとで産出物は，その
共通比率 (Commonrate)で成長しなければならない。そこで産出物は自然単位
の資本と効率単位の資本両者と同じ率で成長しなければならないとソローは述べて
いる。
さて技術進歩が労働および資本の増大であると仮定されているのであるから，こ
の場合の生産関数は次のような式で表わされる。
Y=F(eぽK，estL) (22) 
ここで Kおよび Lは自然単位における資本と労働サービスの投入である。また
αおよび戸はパラメーターである。しかし資本の自然単位は eat，つまり時間 tに
おける資本サービスの効率単位を規定し，また労働の自然単位は est，つまり時間 t
における労働サービスの効率単位を規定している。
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規模に関する収穫一定の条件のもとで，凶式は次のように書き換えることができ
る。
Y = eat KF{ 1， e(刊を} 包3
それ故に凶式は次のような式に置き換えられる O
す=♂r{e附 制)
ここでfは資本1単位当りの雇用の関数と同様に，資本1単位当りで与えられる
生産性関数 (Productivityfunction)である。一般に生産性関数は時間を通じてシ
フトする。
定義によって定常状態において Vは一定であり，雇用は entと同じ程度で成長し，
資本および産出物もまたがと同じ程度で成長する。ここで gは産出物の自然成長
率であり，他のパラメーターによって決定される。それ故に凶式はす lこよって次
のような式に書き表わされる。
す=♂r{e(β-a+n-g)'}= eat r(eht) 包司
ここでh=s-α+n-gである。
いま α=0であると想定すれば.r(eαt) は一定である。このことは ['>0である
から.h=O.あるいは p一α+n-g=s+n-g=Oを意味しているから，このことは
労働を増大させる技術進歩のケースである。また産出物の自然成長率は効率単位に
おける雇用の成長率である。すなわち人口成長率および労働を増大させる技術進
率の合計，つまり n中 gで、ある。またこのことは円であるから，す=r(山)
およびん=づ=zは資本 1単位当りの効率単位における雇用である o すな
わちす=r(れあるから，生産関数は時間を通じて変化しないということであ
る。
次に αがゼロで、ないケースを考える。つまりすべての tに対してす=eat r( eht) 
であるから，時間 tについて微分すれば，次のような式になる。
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n f(eht) 
α eht f'(eht) 
α一e
htf'( eht) 
n f(eht) 
。
側式の左辺主は一定であるから，ehtをU とすれは uはすべて正の値になる。
n 
uf'(吋
そこで一一一ーを ηとすれば， ηは一定でなければならない。いま f(u)=Au1/ とf(u) 
おけば，邸)式の生産関数は次のような式になる。
Y = AealK{e(sーα)ザ=A(eal Kt1(estL)可
それ故に次のような式に書き換えられる。一V";'.J'L}
。ヵ
(28) 
間式はコブ・ダグラス関数 (Cobb-Dauglasfunction)であり，この場合 ηが一
定であるならば，岡式から技術進歩は b+l二互α率であり，労働増大のケースと
η 
同様であるO
予は資本ストックの成長率である O 第3図における定常状態の交点ジの左側
において，資本ストックは効率単位における雇用よりももっとゆっくり成長するO
その交点の右側において，資本ストックは資本単位当り効率単位における雇用より
も急速に成長するO 結局，その経済は交点に向い，資本ストックおよび効率的雇用
は同じ率で成長し，資本/産出物比は一定であり，つまり s=Vgであり，その経
済は定常状態にあるということを意味している。
定常状態において資本ストックは自然単位における雇用よりも急速に成長する。
超過成長率 (Excessrate of growth)は労働を増大する技術進歩率に等しく，資
本/産出物比が一定であるから 1人当り産出物もまた技術進歩率で成長する。
また自然成長率は人口増加率と技術進歩率との合計である。貯蓄率の変化は自然
成長率を変化させない。それは 1人当り産出物および1人当り消費曲隷を変化させ
る。これら両者は技術進歩率を上昇させるO このようにソローは上記2パラグラフ
で示したように結論づけているのである。
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追 相
本巻は，故石田成夫総長兼理事長の追悼号として発刊されるということである。私にとっ
て石田成夫学長という方が，ぴったりと符号している。昭和42年(1967)に本学園が創立さ
れ 4月から第 1期生が入学し，広島経済大学がスタートしたのであるO その時から30有余
年学長と一教員との関係が続いたのである。おおよそ30年という時間の経過は長いようで短
かかったように感じる O その時間の航跡、を顧みれば，様々な絵模様となって，私の脳裏に映
写される。それが人生航路といえるものかもしれないが，悔の残ることばかりが先に立つの
である。
本学関学当時，この池は田園風景が残り，牧歌的雰囲気が充満し，静寂そのものが漂い，
教育環境は言語に落ちなかった。田植が終り，初夏には蛙の合唱を聞き，小鳥のl扇きも絶え
ることなく，われわれに伝え，緑豊かな森を背に，戦国武将の居城を頂くという地の利に恵
まれていたのである。このような場所に大学設置に向って辛苦を重ねられ，信念岩を崩す努
力が今日あるを築かせたのである。建物もわずかであり，生徒数も少なく，働く教職員も一
握といえるものであった。産みの苦しみ，陣痛を考える時，ここが我慢の為所であり，本学
の建学の精神“和を以て貴としと為す"に一団となっていたことは，学長の隠れた心情から
渉み出るものを，教職員が感じていたからに他ならない。
そんな空気に満ちた学園で，今もなお私自身経済モデル分析に専念できることに感謝して
いる。そして本巻でもモデル分析を記し，学長の追悼に手向けることができる喜びを感じて
いるのである。本学創立以来10年を経て，久しく望んだ大学院が認可されるに至った。当時
学部長であった奥田秋夫教授から，大学院申請の話を耳に挟み，私にとって最初の出版本が
世に出た後であったので，文部省より，俗称⑥を受け，大学院が認可された時，表現は適切
でないが新兵から上等兵に格上げされたことに意を強くした。私にとっては学長への一つの
贈物，いな恩返しを感じていたのである。同時に一方では私自身不義理を持つことにもなっ
た。ある方面から与えられた御厚情を断らねばならなかったからである。しかし許されるな
らばその時の不義理に答えたい気持で一杯である。
私がモデル分析に手を染める切っ掛けになったのは，故井関孝雄教授のアドバイスに依存
している。さらに故小山満雄教授の師事を受け，故田村泰夫教授の授業にも参列させていた
だき，特に故水谷一雄教授には本学の集中講義に来られた時，寸暇を惜しまず手解きをいた
だいたことに感謝の意を表する次第である。かかる諸教授による熱意溢れる授与がなかった
ならば，私もモデル分析から手をヲ|いていたかもしれない。
しかし種々なる力を与えられ，石田学長とともに30有余年微小なるものしかあり得ないけ
れども，本学が大学としての姿になり得たことは，私にとっても喜びであるが，彼岸の地に
居住されている学長も喜んでおられることと確信している。けれども学長を退任され，総長
兼理事長になられて逢う機会も稀であった。数年前本学の入試日に入試本部で拝顔した時，
不吉な予感を覚えた。
久方に逢いし面影変りけり
早期胃癌を切除せしと
健康そのものであった石田成夫総長が，すばらしくきれいな顔付きであり，弱々しさが伝
わった。一日も早く回復され，再び健康な姿で登校されることを祈っていた。スポーツ万能
で、情に厚い眼差を持った姿で，温厚な口調でもって話される言葉で語り合いたかったのであ
る。すべては順風満帆ということはなく，遂に新しい世へと旅立たれた。
君死にたもうことなかれ
厳しき経営今が大切
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ありし日の健康で微笑まれた写真を眺めながら，何故?どうして?という言葉が繰り返さ
れてならなかった。
現実に姿として見えないけれども，西方浄土の弥陀の蓮座で，常にわれわれを導いておら
れることを信じ，御冥福を祈りながら，何時の日か彼岸の地でお逢いし語合うことができる
ことを楽しみに，摘筆させていただきます。
合掌
(December 28， 2000) 
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dγ1 
微分すればづι=一=eYで示される。
αx x 
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10gBになることを考慮すれば， (13)式が得られる。
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与ユから {f(z)-n}z，まれ=sf(z)カ宝考慮され山。
(8) R.M. Solow; Growth Theory; An exposition， Oxford university press， 2000， PP. 30-35 
を参照。
(9) 凶式がこのような生産関数で示されることは，注(2)で示したと同様に考えることによっ
て書き表わされるのである。
(10) 第E節における(7)および(8)式によって理解することができるであろう。
(日) 第E節における(7)および(8)式を生産関数に代入すれば，Y=F(げ K，entL)とおくことが
r 、 1 Y 
でき，凶式に組み入れることによって， Y =F(e(日 )tK，e(s吋 L)となる 一=ーであ¥1; . u.  t:; .J} ~ 'doo 'GlO V K 
るから，このことによって凶式が得られる。
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(12) 胸式を求めるには，次のような指数微分法が使用されている。
..7.. dy 1 1 1 
… 一一一一一一一方程式 x=eY の微分は27=eYになり， 山一生 eY xとなる。仕方程式 y=aX
αy 
の徴分は砂=£(いαゲ巾x
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